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E－11
地域社会にお＼ずる近噺関榛に関嫁^研究（その2.ﾆ）

也膏友女短大坂常久各

〔日’本家政学会

　目的　現代の^会ぷ，産業のエ謙化ととも＼c急速な憂貌をと叫住撮境にもいりじ

名しい気化をみるぶうになっre ヵ町人嘴の生l恣び，卿＜の場合一フの婆蝕を求汐,て営

まれろという本質S含んでいる以X.，一定のだ域にKける権藻境が藍邨され，好mし

い人嘴圈毎沁保たれ'^ぶう配慮され^i＼^呑詐あ弓。それりのを吸老J声と｀のぶうにめ?
のtK'Sましいφいヽうこい孔忿の)&:晦柳生に応じ司

最も蕎ホ的な要壽,3:ありうろて･ヽあろう。ホ研呪皿こうし瓦観改から既各(?)集系構成

稗織をみろことに乱-Z, 注隣関係に対畜^－フのアプロー争と可ろもので勿'5 ・
　方瓶。鯛査対象地皿大分県日田市豆田町。尹別訪同にぷう面褐層陥取り調査含行

なっ梶。調査期縛μ昭和罷耳3 月。

　痴果調査妨娠地のー｡田町13.,明洽初味まで鳶ギ町とに乙映えたところで'めリ。対
客地域の宅地會叫，皿方の道路にぶ^いわゆ^テロップ状の区画の中に，並驚に面レ
て問口を狭も央行の長い聖£ とっていろ。

　　　　£田町の町内組轍!*，Σ田第l と丞田第2ir犬別され石町内(7)^f%i3､それ
官れ£蕗通り　症蒔誦り(以前a雫蒋廬リ)ヒヽ｡ヽう道協に向い恥っz柘り，名町肉(乃

もいこlD軒餉倹でヽりフの蘇を形成していろ。

　今回発表の研資IJ，昭和4s耳蔑科営研弛鵠助金にぶ-^ ｀日本の都市・惨落・町教の

空圈構成に関淳3研強゛の一部としてなされたもので勿-^．

　　　E－12　市恂地集合住宅I- お･-f%つきあいについX

　　　　　　広烏大教育　　菊択康子

　§的　if 市t-.おいては・　佳を7F 足S補うペペアベートと‥われる市愉廼巷宅が'筰ら

れZ久しい・　これ9,・集合ｲ主税z･■a. 靖/,IS-叱填｀*ヽら.種ぺの生ik習慣包もフ在人

進が一つの集合体を突然に形成す々ことにな^,が．このような藤a り人Pal 閣係左把佩

すろ乎が゛・ヽ>lとして「つきあい」Vi ＼>う面をとりあ･ダ考察す* r= め調査を行な．た．

　方法　欠,阪市r勾の令譲後聞もないit]層娠を種々の入居者, 全世帯玄対廬にフきぷい

l< -7ヽ にZI')7 ンケー1- 用紙を配布レ，　2'^ 5 戸ダ之回収レた．ぐ回収幸34 % )

　れ果　世帯主の平均年命4/ヌ，吽収aBo万円，紬半裂が短大率以i^・･>^歴&も

右，釣3／4 がぷワイドカラー層.世帯人数3.^ん，入居箭I*ほとんどが'大芦市あヽよ

ぢ>iの周也都市I- 佳んで･いた調麦対象,＝ついて水,．ことφヽヽ･お．ヽ．た．

　(0)交際圏剖交際量．個々を大老ヽヽ順,こiべ･ るk.主人?･･･;(a幕. 職絲. そ・他･

地縁とISり，i 嘩r゛I* 血縁丿也締，そり他，廠昧となる．いずAt S年前・，唆知県K

あ丿ろM査結果回帰菰1・同ひ･．但レ. 々譲後闇i なヽヽ'＝* *ヽ■*-わらす■".主婦の地緑t亀

始1/ 3 と禽ﾀﾄﾀﾀい．

　(2) 血縁. 地縁. 撒縁．女際量i＝対r% % え方でa. ±ん主婦り差,*みられTj:ヽヽ，

　(3) まﾉC､iて関レ･2 1^ . 潜在構造分析･こよ，7 .フさあい･＝対して前視型と重視型，)

2 7"'IﾚｰﾌﾞI- 々癩I T^紺果．7 き馮．純枝型/- It.　高営刄．着々今・人・割合ｶﾘﾀヽヽ

i とが｀わか-7t--.


